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　 需給動向

海外の畜産物の需給動向

牛　肉
米　国

牛肉価格が高騰する中で、輸出量は過去最高を記録

繁殖雌牛のと畜頭数は増加傾向

　 米 国 農 務 省 全 国 農 業 統 計 局（USDA/
NASS） の「Livestock Slaughter」 に よ
ると、2021年9月の牛と畜頭数は273万
2100頭（前年同月比0.9%減）と前年をわ
ずかに下回ったものの、月間頭数は高水準で
推移している（図1）。と畜頭数に占める繁
殖雌牛（経産牛、以下同じ）の頭数は、21
年3月から7カ月連続で過去3カ年平均より
も多い水準で推移している（図2）。USDA
では、飼料に対する懸念や国内の一部地域で
干ばつが続いていることに加え、酪農部門の
収益の低下が繁殖雌牛と畜頭数の増加要因と
分析しており、今後もこの傾向が続くと予測
している。

牛肉価格・肥育牛価格は高水準で 
推移

　米国農務省経済調査局（USDA/ERS）の
「Livestock and Meat Domestic Data」
によると、2021年9月の肥育牛価格は、前
年同月比20.1%高の100ポンド当たり124
ドル（1キログラム当たり314円：1ドル
=115円（注））となった（図3）。21年初め
から牛群が縮小傾向にある中、繁殖雌牛のと
畜頭数増加により今後の供給頭数の減少が見
込まれることが、肥育牛価格の上昇につな
がっているとみられる。また、国内外からの
高い需要を反映して、21年9月の牛肉卸売
価格は、前年同月比42.7%高の100ポンド
当たり314.81米ドル（1キログラム当たり
798円）と高値で推移している（図4）。通常、
牛肉価格が高い水準にある場合、繁殖肉牛農

図１　牛と畜頭数の推移

資料：USDA「Livestock Slaughter」
　注：連邦検査ベース。

資料：USDA「Livestock Slaughter」
　注：連邦検査ベース。
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図２ 繁殖雌牛（経産牛）と畜頭数の推移
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資料：USDA「Livestock Slaughter」

注：連邦検査ベース。

図２　繁殖雌牛（経産牛）と畜頭数の推移
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資料：USDA「Livestock Slaughter」

注：連邦検査ベース。
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家は生産水準を維持しようとするが、繁殖雌
牛のと畜頭数が増加している現状から今後は
供給がひっ迫し、牛肉価格がさらに上昇する
と予測する現地報道もある。

（注）�三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」の10月末TTS相場。

8月の輸出量は過去最高を記録

　米国農務省経済調査局（USDA/ERS）の
「Livestck�and�Meat�International�Trade�
Data」によると、2021年8月の牛肉輸出
量は、14万7192トン（前年同月比21.3%増）
となり、単月の輸出量として過去最高を更新
した（表）。輸出先別に見ると、中国向けが
前年同月比で約5.7倍の2万6934トンとな
り、輸出増をけん引している。USDAは、米
中経済貿易協定の第一段階合意により2020
年3月から中国市場への障壁が取り除かれた
ことで米国産牛肉の輸出量が増加している
中、豪州からの供給量が減少していること、

図３　肥育牛価格の推移

資料：USDA「Livestock & Meat Domestic Data」
　注：ネブラスカの相対取引価格、チョイス級、去勢。
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図３ 肥育牛価格の推移
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資料：ＵＳＤＡ「Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ ＆ Ｍｅａｔ Ｄｏｍｅｓｔｉｃ Ｄａｔａ」

注：ネブラスカの相対取引価格、チョイス級、去勢。
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また、中国国内の旺盛な需要が続いているこ
とで、さらに堅調に推移したと分析している。
また、輸出先首位である日本向けは、3万
4997トン（同10.4%増）となった。21年
3月に日米貿易協定に基づくセーフガードの
発動により関税が38.5%に引き上げられて
いたこともあり、1〜8月の累計は前年同期
比2.5％減となっているものの、同協定に基
づき21年度の関税が4月17日から25%に
まで引き下げられたことでその後は順調に増
加している。また、米国食肉輸出連合会
（USMEF）は、日本国内の旺盛な小売需要
に対応するため、米国産チルド牛肉の輸入が
増えていると述べている。一方、同2位であ
る韓国向けは、昨年8月の輸出量が多かった
ことから3万1004トン（同9.0%減）となっ
たが、韓国国内の高い需要により1〜8月の
累計では、前年同期比18.1%増となってい
る。その他、国内経済の回復が見られるメキ
シコ向けの増加もあり、この4カ国で輸出全
体の7割強を占めている。

資料：USDA「Livestock & Meat Domestic Data」
注1： カットアウトバリュー（各部分肉の卸売価格を1頭

分の枝肉に再構成した卸売指標価格）。
注2：チョイス級、600〜900ポンド。
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資料：USDA「Livestock & Meat Domestic Data」

注１：カットアウトバリュー（各部分肉の卸売価格を1頭分の枝肉に再構成した卸売指標価格）。

注２：チョイス級、６００～９００ポンド。

図４ 牛肉卸売価格の推移

図４　牛肉卸売価格の推移
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Ｅ　Ｕ

２０２１年９月の牛枝肉卸売価格、前年同月をかなり大きく上回る
２０２１年１～７月の生産量、前年
同期比１. ２％減
　欧州委員会によると、２０２１年１～７月
までの牛肉生産量（ＥＵ２７カ国）は、前年
同期比１. ２％減の３８５万トンとなった
（表１）。これは、ＣＯＶＩＤ－１９の拡大に
伴うと畜場の閉鎖などの影響で生産量が減少
した前年同期をさらに下回っている。１～７
月の生産量の推移を見ると、１月は、アイル
ランドが前年同月比２０. ３％減と大幅に減
少したことなどからＥＵ全体で同１４. １％
減とかなり大きく減少した。アイルランドの
大幅な減少について、同国では２０年１２月
までの英国のＥＵ離脱（Ｂｒｅｘｉｔ）移行
期間の終了後、両国間の国境管理の混乱が懸

念されたことで、２０年に駆け込み的な輸出
が行われ、その反動が表れた形となったもの
である。一方、３～５月は、前年同期の減産
の反動で前年同月比増となり、５月までの累
計は前年同期並みとなった。しかしながら、
この数年上昇している飼料価格などを受けて
飼養頭数は減少基調にあり（図１）、その後
は前年同月を下回って推移したため、減少幅
が拡大した。
　今後においては、この減産基調は継続する
ものの、飼料高による早期出荷や景気回復に
よる外食需要などに伴いと畜頭数は増えるこ
とから、減少幅は縮小し、２１年の牛肉生産
量は前年比０. ５％減となると見込まれてい
る。

表　米国の輸出先別牛肉輸出量の推移
� （単位：トン）

2020 年
8月

2021 年
8月 前年同月比

（増減率） シェア 2021 年
（1〜8月）

前年同期比
（増減率）

日本 �31,691� �34,997� 10.4% 23.8% �254,631� ▲ 2.5%
韓国 �34,064� �31,004� ▲ 9.0% 21.1% �243,104� 18.1%

中国 �4,742� �26,934� 468.0%
( 約 5.7 倍） 18.3% �155,192� 840.7%

（約 9.4 倍）
メキシコ �8,490� �12,662� 49.1% 8.6% �95,742� 20.8%
カナダ �11,461� �10,724� ▲ 6.4% 7.3% �82,741� ▲ 7.3%
台湾 �10,407� �9,090� ▲ 12.7% 6.2% �58,754� ▲ 1.6%
香港 �7,799� �5,741� ▲ 26.4% 3.9% �39,668� ▲ 31.0%
インドネシア �2,579� �3,108� 20.5% 2.1% �14,172� 41.7%
フィリピン �1,252� �1,306� 4.3% 0.9% �12,496� 18.1%
その他 �8,886� �11,625� 30.8% 7.9% �82,622� 19.7%
合計 �121,372� �147,192� 21.3% 100.0% �1,039,121� 21.0%
資料：USDA「Livestock�and�Meat�International�Trade�Data」
　注：枝肉重量ベース。

� （調査情報部　上村　照子）
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英国への冷蔵牛肉輸出は大幅に減少

　２０２１年１～７月の冷蔵および冷凍牛肉
の 輸 出 量 は 前 年 同 期 比 ０. ４ ％ 減 の
２５万７３７３トンとわずかに減少した（表
２）。冷凍牛肉の輸出量は同１３. ６％増と
かなり大きく増加したものの、冷蔵牛肉の輸
出量は、最大の輸出先である英国向けの大幅
な減少により同９. ４％減となったことが影
響している。
　一方、２１年１～７月の冷蔵および冷凍牛

表１　主要生産国別牛肉生産量の推移
� （単位：千トン）

2020 年
（1〜7月）

2021 年
（1〜7月）前年同期比（増減率）

フランス 828 825 ▲�0.4%
ドイツ 614 601 ▲�2.1%
イタリア 418 419 0.2%
スペイン 384 404 5.2%
アイルランド 364 330 ▲�9.2%
ポーランド 331 327 ▲�1.3%
オランダ 244 244 ▲�0.1%
その他 717 705 ▲�1.6%
合計 3,900 3,854 ▲�1.2%
資料：欧州委員会「Eurostat」
　注：枝肉重量ベース。

図１　ＥＵの牛飼養頭数の推移

資料：欧州委員会「Eurostat」
注１：各年１２月時点。
注２：乳用種を含む。
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図１ ＥＵの牛飼養頭数の推移

資料：欧州委員会「Eurostat」
注１：各年１２月時点。
注２：乳用種を含む。

肉の輸入量は同１２. ４％減とかなり大きく
減少した（表３）。Ｂｒｅｘｉｔに伴い、英
国から輸入される畜産物の動物検疫手続きの
混乱から、英国からの冷蔵・冷凍牛肉いずれ
の輸入量も減少している。さらに、南米産牛
肉の供給減（注１）により、南米地域からの輸
入も伸び悩んでいる。

（注１）�海外情報「アルゼンチン、牛肉輸出制限措置を追
加 緩 和 」（https://www.alic.go.jp/chosa-c/
joho01_003065.html）を参照されたい。

表２　ＥＵの牛肉輸出量の推移
� （単位：トン）

品目 輸出先 2020 年
（1〜 7月）

2021 年
（1〜 7月） 前年同期比

（増減率）

冷蔵

英国 101,909 80,703 ▲�20.8%
ボスニア・ヘルツェゴビナ 15,541 18,475 18.9%
ノルウェー 6,645 12,173 83.2%
スイス 9,293 11,196 20.5%
その他 24,343 20,433 ▲�16.1%
合計 157,731 142,980 ▲�9.4%

冷凍

英国 21,963 29,990 36.5%
フィリピン 12,027 14,463 20.3%
中国・香港 16,020 13,379 ▲�16.5%
日本 4,797 6,705 39.8%
その他 45,907 49,856 8.6%
合計 100,714 114,393 13.6%
冷蔵・冷凍計 258,445 257,373 ▲�0.4%

資料：「Global�Trade�Atlas」
　注：冷蔵のＨＳコードは０２０１、冷凍のＨＳコードは０２０２。
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表３　ＥＵの牛肉輸入量の推移
� （単位：トン）

品目 輸入先 2020 年
（1〜 7月）

2021 年
（1〜 7月） 前年同期比

（増減率）

冷蔵牛肉

英国 38,587 23,662 ▲�38.7%
アルゼンチン 21,210 19,154 ▲�9.7%
ウルグアイ 11,098 12,885 16.1%
ブラジル 7,447 7,212 ▲�3.2%
米国 6,875 5,522 ▲�19.7%
豪州 6,237 4,760 ▲�23.7%
日本 266 585 119.9%
その他 3,503 2,311 ▲�34.0%
合計 95,223 76,091 ▲�20.1%

冷凍牛肉

ブラジル 21,153 22,153 4.7%
ウルグアイ 5,389 8,623 60.0%
英国 9,685 7,532 ▲�22.2%
アルゼンチン 2,164 1,804 ▲�16.6%
ＮＺ 1,546 1,181 ▲�23.6%
その他 1,688 2,552 51.2%
合計 41,625 43,845 5.3%

冷蔵・冷凍計 136,848 119,936 ▲�12.4%
資料：「Global�Trade�Atlas」
　注：冷蔵のＨＳコードは０２０１、冷凍のＨＳコードは０２０２。

牛枝肉卸売価格、上昇傾向が続く

　欧州委員会によると、牛枝肉卸売価格（注２）

は、ＣＯＶＩＤ－１９の規制に伴う外食需要
減少などの影響を大きく受け、２０２０年３
月以降、急激に下落した（図２）。その後、徐々
に外食需要が回復する中、生産量および輸入
量が低迷していることから２１年１月以降、
一貫して上昇を続けている。２１年９月の同
価格は、１００キログラム当たり３９４ユー

ロ（５万２７９６円、１ユーロ：１３４円）
（注３）と前年同月比１２. ０％高となった。

（注２）�参考価格（Ａ/Ｃ/Ｚ-Ｒ３）とは、ＥＵにおける牛
枝肉卸売価格の指標的な価格であり、Ａ=若雄牛
（１２～２３カ月齢）、Ｃ=去勢牛（１２カ月齢以上）、
Ｚ=若齢牛（８～１１カ月齢）のうち、Ｒ=枝肉の
格付けが上（６段階評価の上から４番目）、３=脂
肪の付着度合が平均的（５段階評価の上から３番
目）なものの加重平均価格である。

（注３）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の１０月末ＴＴＳ相
場。

� （調査情報部　国際調査グループ）
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図２ 牛枝肉卸売価格の推移

資料：欧州委員会「Meat Market Observatory - Beef and Veal」

注：EU参考価格。

図２　牛枝肉卸売価格の推移

資料：欧州委員会「Meat�Market�Observatory�-�Beef�and�Veal」
　注：EU参考価格。
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豪　州

牛肉輸出量は増加傾向、牛群再構築は継続中

肉牛取引価格は高値更新を継続

　豪州食肉家畜生産者事業団（ＭＬＡ）によ
ると、肉牛生体取引価格の指標となる東部地
区若齢牛指標（ＥＹＣＩ）価格は、１０月
２６日に過去最高となる１キログラム当たり
１０７６豪セント（９４７円：１豪ドル＝
８８円（注１））を記録した。前月比で４５豪セ
ント（４０円）、前年比で２６７豪セント
（２３５円）も上昇しており、依然として高
値更新を続けている（図１）。

（注１）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の１０月末ＴＴＳ相
場。

　現地報道によると、ＭＬＡや調査会社のア
ナリストらは、このＥＹＣＩ価格の推移を異
常な経済現象であるとし、特に降雨の影響に
よる牧草肥育業者の購買意欲が関係している
としている。また、２０２１年１０月に公表
されたオーストラリア・ニュージーランド銀
行（ＡＮＺ）のレポートによると、ＥＹＣＩ
価格の高止まりは、同国で進む牛群再構築の
進展に加え、豪州産牛肉に対する海外からの
堅調な需要も背景にあるとしている。同レ
ポートでは、過去１年間で牛肉の小売価格が
１３％以上上昇しているが、これはＥＹＣ
Ｉ価格と連動する傾向があるため、今後、小
売価格のさらなる上昇を見込んでいる。
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図１ ＥＹＣＩ価格の推移

資料：ＭＬＡ

注１：年度は７月～翌６月。

注２：東部地区若齢牛指標（ＥＹＣＩ）価格は、東部３州（クイーンズランド州、ニューサウスウェールズ州、ビクトリア州）の主要家畜市場における若齢牛の加重平均取引価格で、家畜取引の指標と

なる価格。肥育牛や経産牛価格とも相関関係にある。

注３：２０２０年３月２６日～６月１日の間は、新型コロナウイルス感染症の影響でＥＹＣＩ価格の集計を実施していない。

中国向け輸出量は増加傾向も不確実
性をはらむ
　豪州農業・水・環境省（ＤＡＷＥ）による
と、２０２１年９月の牛肉輸出量は
７万９８４３トン（前年同月比９. ９％増）

とかなりの程度増加した（表）。一方、同年１～
９月の累計では６６万５７５トン（前年同期
比１６. ７％減）と依然として大幅に減少し
ているものの、減少幅は月を追うごとに縮小
している。

図１　ＥＹＣＩ価格の推移

資料：ＭＬＡ
注１：年度は７月～翌６月。
注２：�東部地区若齢牛指標（ＥＹＣＩ）価格は、東部３州（クイーンズランド州、ニュー

サウスウェールズ州、ビクトリア州）の主要家畜市場における若齢牛の加重平均
取引価格で、家畜取引の指標となる価格。肥育牛や経産牛価格とも相関関係にある。

注３：�２０２０年３月２６日～６月１日の間は、新型コロナウイルス感染症の影響でＥ
ＹＣＩ価格の集計を実施していない。
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　輸出先別に見ると、最大の輸出先である日
本は２万１４３５トン（前年同月比４. ６％
増）とやや増加し、本年１～９月の累計（累
計期間は以下同じ）では１７万７９９０トン
（前年同期比１０. ５％減）となった。また、
日本向け輸出の構成比を見ると、穀物肥育が
４９. ２％、牧草肥育が５０. ８％となって

おり、牧草肥育の割合が上昇傾向となってい
る（図２）。
　続く米国向けは、１万５２３７トン（前年
同月比４. ０％減）と前月に比べ減少幅は縮
小したものの、累計では１０万７９０７トン
（前年同期比３７. ４％減）と依然として前
年を大幅に下回っている。

表　輸出先別牛肉輸出量の推移
� （単位：トン）

２０２０年
９月

２０２１年
９月

２０２１年
（１～９月）前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

日本 20,500 21,435 4.6% 177,990 ▲�10.5%

米国 15,877 15,237 ▲�4.0% 107,907 ▲�37.4%

韓国 10,693 13,639 27.6% 116,715 2.3%

中国 10,387 12,435 19.7% 108,776 ▲�30.2%

東南アジア 6,160 8,594 39.5% 75,073 1.6%

中東 2,943 2,932 ▲�0.4% 22,259� 8.9%

ＥＵ 465 577 24.1% 6,017 ▲�10.3%

その他 5,595 4,994 ▲�10.7% 45,837 ▲�9.7%

輸出量合計 72,619 79,843 9.9% 660,575 ▲�16.7%
資料：ＤＡＷE
注１：船積重量ベース。
注２：東南アジアは、フィリピン、タイ、マレーシア、シンガポール、インドネシアの合計。
注３：�中東は、イラン、イラク、シリア、レバノン、ヨルダン、イスラエル、サウジアラビア、クウェート、

バーレーン、カタール、オマーン、イエメン、エジプト、パレスチナ自治区、アラブ首長国連邦を
構成する七つの首長国のうち四つの首長国（アブダビ、ドバイ、フジャイラ、ラアス・アル＝ハイマ）
の合計。

穀物肥育牛肉

対前年増減率（右軸）
牧草肥育牛肉

対前年増減率（右軸）
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資料：MLA

注：船積重量ベース。

2019.1

図２　日本向け牛肉輸出量と増減率の推移

資料：MLA
　注：船積重量ベース。
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　韓国向けは１万３６３９トン（前年同月比
２７. ６％増）と大幅に増加し、累計では
１１万６７１５トン（前年同期比２.３％増）
と、前年同期を超える水準となり、日本に次
ぐ輸出量で推移している。
　一方、中国向けは１万２４３５トン（前年
同月比１９. ７％増）と大幅に増加している
が、累計では１０万８７７６トン（前年同期
比３０. ２％減）と前年を大きく下回って推
移している。なお、現地報道によると、豪ク
イーンズランド州の食肉加工業者であるオー
ストラリアン・カントリー・チョイス（ＡＣ
Ｃ）社は、寧

にんぽー

波港入荷の同社製造牛肉での残
留薬剤検出を理由に、１０月１８日付けで中

国当局から同国向け牛肉輸出を停止される事
態が発生している。昨年来、中国向けの牛肉
輸出が停止されている豪州の食肉加工処理場
はこれで７カ所目（注２）となっており、引き
続き中国向けの牛肉輸出は不確実性をはらん
でいる。

（注２）�詳細は海外情報「中国が豪州の４つの牛肉処理場
からの牛肉輸入停止を通告」（https://www.alic.
go.jp/chosa-c/joho01_002706.html）を参照
されたい。なお、２０２０年５月に輸入停止となっ
た４カ所に加え、同年８月に１カ所、１２月に１
カ所と、いずれもクイーンズランド州の食肉処理
場からの輸入が停止されており、今般のＡＣＣ社
で７カ所目となる。

� （調査情報部　国際調査グループ）

豚　肉
米　国

８月の豚肉輸出量、メキシコ向けの増加が中国向けの減少を相殺
１腹当たりの産子数は過去最高を記
録
　米国農務省全国農業統計局（ＵＳＤＡ/Ｎ
ＡＳＳ）の「Ｈｏｇｓ�ａｎｄ�Ｐｉｇｓ」（四
半期報告）によると、２０２１年９月１日時
点の豚飼養頭数は、繁殖豚頭数、肥育豚頭数
ともに減少したことが影響し、７５３５万�
２０００頭（前年比３. ９％減）となった（表
１）。また、６～８月期の分娩母豚頭数およ
び産子数は減少したものの、１腹当たりの産
子数は１１.１３頭と前年をわずかに上回り、
過去最高となった。
　ＵＳＤＡによると、母豚価格が大幅に上昇
し、生産者は繁殖豚を導入しにくい状況に
あったことから、２０年６月以降、繁殖豚の

飼養頭数は前年を下回って推移している。一
方、２２年の豚肉生産に直結する２１年１２
月～２２年２月の分娩母豚頭数は、前年同期
比１. ４％増と増加に転じるとの見通しであ
ることから、２２年第３四半期（７～９月）
の豚肉生産量は前年同期を上回るとみられて
いる。また、ＵＳＤＡは、２１年の初めに養
豚産業が盛んな中西部の北部の州で豚繁殖・
呼吸障害症候群（ＰＲＲＳ）が発生していた
ことなどから１腹当たりの産子数が減少して
いたものの、生産者によるＰＲＲＳ対策の結
果、生産環境が改善したことから、６～８月
の１腹当たりの産子数は過去最高となった可
能性があるとしている。
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　豚の飼養頭数を州別に見ると、豚飼養頭数
最大のアイオワ州は２４４０万頭（前年比
１. ６％ 減）となった。また、ノースカロラ
イナ州は８３０万頭（同１３. ５％ 減）と減

表１　豚飼養頭数の推移
� （単位：千頭）

２０１８年 ２０１９年 ２０２０年 ２０２１年 前年比
（増減率）

総飼養頭数（９月１日時点） �75,136� �78,583� �78,434� �75,352� ▲�3.9%
繁殖豚 �6,330� �6,431� �6,333� �6,190� ▲�2.3%
肥育豚 �68,806� �72,153� �72,101� �69,162� ▲�4.1%
５０ポンド（２３キログラム）未満 �22,192� �23,376� �23,144� �21,855� ▲�5.6%
５０～１１９ポンド
（２３～５３キログラム） �20,357� �21,224� �21,020� �19,751� ▲�6.0%

１２０～１７９ポンド
（５４～８１キログラム） �14,066� �14,654� �14,867� �14,656� ▲�1.4%

１８０ポンド（８２キログラム）以上 �12,190� �12,899� �13,069� �12,899� ▲�1.3%
分娩母豚頭数（６～８月） �3,172� �3,274� �3,260� �3,046� ▲�6.6%
産子数（６～８月） �34,019� �36,370� �36,056� �33,900� ▲�6.0%
１腹当たり産子数（６月～８月）（頭） �10.72� �11.11� �11.06� �11.13� 0.6%
資料：ＵＳＤＡ「Ｈｏｇｓ�ａｎｄ　Ｐｉｇｓ」
注１：計数は、四捨五入のため、合計において一致しない場合がある。
注２：産子数には事故などで死亡した子豚を含まない。

少が比較的大きかったが、イリノイ州は
５４５万頭（同０. ９％ 増）となるなど主要
州でも州によって差が生じている（表２）。

表２　州別豚飼養頭数の推移（９月１日時点）
� （単位：千頭）

２０２０年 ２０２１年 前年比
（増減率）

アイオワ州 24,800 24,400 ▲�1.6%
ミネソタ州 9,100 9,000 ▲�1.1%
ノースカロライナ州 9,600 8,300 ▲�13.5%
イリノイ州 5,400 5,450 0.9%
インディアナ州 4,450 4,300 ▲�3.4%
ネブラスカ州 3,800 3,650 ▲�3.9%
その他 21,284 20,252 ▲�4.8%
合計 78,434 75,352 ▲�3.9%
資料：ＵＳＤＡ「Ｈｏｇｓ　ａｎｄ　ｐｉｇｓ」
　注：計数は、四捨五入のため、合計において一致しない場合がある。

８月の豚肉輸出量、前年同月比
０. ２％減
　米国農務省経済産業局（ＵＳＤＡ/ＥＲＳ）
の「Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ ａｎｄ Ｍｅａｔ Ｉ
ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔｒａｄｅ Ｄａ

ｔａ」によると、２０２１年８月の豚肉輸出
量は２３万８６００トン（前年同月比０. ２％
減）と前年同月並みとなり、同年１～８月の
累計では２２０万７９００トン（前年同期比
０. ２％ 減）となった（表３、図）。
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表３　米国の輸出先別豚肉輸出量の推移
� （単位：千トン）

２０２０年
８月

２０２１年
８月

２０２１年
( １- ８月 )前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率） シェア

メキシコ 56.7 85.2 50.4% 568.2 27.5% 25.7%
中国 51.5 26.1 ▲ 49.2% 438.2 ▲ 35.7% 19.8%
日本 42.3 46.0 8.8% 386.0 8.2% 17.5%
カナダ 23.4 19.7 ▲ 16.2% 169.0 ▲ 0.4% 7.7%
韓国 12.7 13.4 5.4% 166.3 5.6% 7.5%

フィリピン 6.5 4.3 ▲ 33.9% 82.9 187.7%
(約 2.9倍 ) 3.8%

コロンビア 5.9 11.2 89.0% 81.2 53.5% 3.7%
その他 40.1 32.6 ▲ 18.7% 316.0 ▲ 1.0% 14.3%
合計 239.2 238.6 ▲ 0.2% 2,207.9 ▲ 0.2% 100.0%
資料：ＵＳＤＡ「Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ　ａｎｄ　Ｍｅａｔ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｒａｄｅ　Ｄａｔａ」
注１：枝肉重量ベース。
注２：計数は、四捨五入のため、合計において一致しない場合がある。

　８月の豚肉輸出量を主要輸出先別に見ると、
最大の輸出先であるメキシコ向けは、同国の
経済回復に伴い豚肉需要が好調を維持してい
ることなどから、前年同月比５割増と大幅に
増加した。一方、増加基調で推移してきた中
国向けは、同国内の豚肉生産量の回復などに
伴い９カ月連続で前年同月を下回り、同月は
同約５割減と大幅に減少した。このようにメ
キシコ向けの増加が中国向けの減少を相殺す
る形となった。日本、韓国向けは、好調な小
売需要を背景に冷蔵品が増加している。コロ
ンビア向けは、コロナ禍で大きく落ち込んだ

前年からの経済回復により大幅に増加した。

� （調査情報部　河村　侑紀）

中　国

と畜頭数は近年にない高水準、豚肉輸入量は減少
豚飼養頭数、繫殖雌豚頭数ともに減
少に転じる
　中国国家統計局によると、２０２１年９月
末時点の豚総飼養頭数（四半期ごとに公表）
は、前回公表時（同年６月）に比べ０. ３％
減の４億３７６４万頭、うち繁殖雌豚頭数は

同２. ３％減の４４５９万頭となった。アフ
リカ豚熱の発生により落ち込んだ豚飼養頭数
は、その後の急速な飼養頭数の回復により発
生前とほぼ同水準に達しており、最近では生
体豚価格の下落などからこの勢いに歯止めが
かかっているとされている（図１）。

図　米国の主要輸出先別豚肉輸出量の推移
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図 米国の主要輸出先別豚肉輸出量の推移
（千トン）

（年.月）

資料：ＵＳＤＡ「Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ ａｎｄ Ｍｅａｔ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔｒａｄｅ Ｄａｔａ」

注：枝肉重量ベース。

2019.1

資料：�ＵＳＤＡ「Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ　ａｎｄ　Ｍｅａｔ　
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｒａｄｅ　Ｄａｔａ」

　�注：枝肉重量ベース。
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２０２１年の豚と畜頭数と豚肉生産
量は高水準で推移
　２０２１年３月以降、豚と畜頭数は前年同
月を上回る水準かつ増加傾向で推移してお
り、８月は前年同月比９７. ５％ 増の
２３２８万５６００頭と、単月実績では１９
年以降で最多頭数を記録している（図２）。
例年の夏期は、豚肉需要が減少することから
比較的と畜頭数の少ない時期であるものの、
飼養頭数の回復などを受けて２１年は近年に
ない高水準となっている。
　豚と畜頭数の増加に合わせて豚肉生産量も

伸びている。中国国家統計局によると、
２０２１年１～９月の豚肉生産量は前年同期
比３８. １％増の３９１７万トンとなった
（図３）。現地報道によると、大規模生産者を
中心に豚肉価格の低下に伴い生体豚の出荷を
遅らせているとされ、出荷体重の増加から直
近８月の平均と畜重量は１０４キログラム
と、通常のと畜重量に比べ１０キログラムも
多い状況と報告されており、と畜頭数の増加
と相まって、豚肉生産量が増加する状況と
なっている。

総飼養頭数（左軸）

繁殖雌豚頭数（右軸）
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図１ 豚飼養頭数の推移

資料：中国国家統計局

注：四半期ごとの公表値。

（年.月）

（億頭） （千万頭）

2017.12 18.12

資料：中国国家統計局
　注：四半期ごとの公表値。

図１　豚飼養頭数の推移
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資料：中国国家統計局

資料：中国農業農村部
　注：�年間２万頭以上処理すると畜場でのと畜頭数（全体の

と畜頭数の約３割）。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

図２ 豚と畜頭数の推移
（万頭）

資料：中国農業農村部

注：年間２万頭以上処理すると畜場でのと畜頭数（全体のと畜頭数の約３割）。

(月)

図２　豚と畜頭数の推移 図３　豚肉生産量の推移

資料：中国国家統計局
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豚肉価格は下落傾向も１０月に入
り、やや回復
　豚肉供給量が大幅に増加する中、２０２１
年の豚肉価格は２月以降、子豚価格は４月以
降、いずれも継続して下落傾向にある。本年

９月の豚肉価格は前月比８. ６％安の１キロ
グラム当たり２３. ２元（４２０円：１元＝
１８. １円（注１））、子豚価格は同２１. ３％安
の同３０. ５元（５５２円）となった（図４）。

子豚価格

豚肉価格

0

20

40

60

80

100

120

19.1 3 5 7 9 11 20.1 3 5 7 9 11 21.1 3 5 7 9.1st9.3rd9.5th10.1st10.3rd

図４ 豚肉および子豚価格の推移

（元/kg）

（年.月.週）資料：中国農業農村部
注：２１年９月以降は週別価格。

2019.1 9.
1st

9.
3rd

9.
5th

10.
1st

10.
3rd

資料：中国農業農村部
　注：２１年９月以降は週別価格。

図４　豚肉および子豚価格の推移

　中央政府は２０２１年７月、「政府の豚肉
備蓄調整メカニズムを改善し、豚肉市場の供
給と価格の安定化を図る準備計画」に基づき、
３回にわたり合計５万３０００トンの豚肉の
買い入れおよび保管を実施した（注２）。これに
伴い、一時的に豚肉価格は小幅な回復を見せ
たものの、その後も下落傾向は継続した。こ
のため、中央政府は１０月１０日、再度３万
トンの豚肉の買い入れおよび保管を実施した
ところ（注３）、同月の国慶節向け需要も相まっ
て豚肉価格は回復に向かっている。中国国家
発展改革委員会によると、生体豚価格の回復
と８月後半からのトウモロコシ価格の下落に
より、１０月２０日現在の豚/穀物比（注４）は
５. ３１：１と、最上位の警戒レベルとなる
第１級警報段階から脱したとされている。中
国農業農村部によると、気温の低下に伴い冬
場に向けた加工肉の需要が高まっていること
から、重量のある肥育豚がこれら加工向けに

仕向けられ、１０月以降の豚肉価格の上昇に
寄与しているとされている。
　一方、現地調査会社によると、アフリカ豚
熱発生前に比べ、豚肉需要はＣＯＶＩＤ－
１９の影響や食習慣の変化により減少してい
るとされている。このため、豚肉生産量が大
幅に回復している中で、大規模生産者による
生産性の低い繁殖母豚を中心とした淘

と う た

汰の増
加、また、輸入在庫の放出（後述）などの要
因も重なり、豚肉価格が底を脱するには６～
１０カ月程度かかるとし、豚肉価格の本格的
な回復は来年の第２四半期以降と分析されて
いる。

（注１）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の１０月末ＴＴＳ相
場。

（注２）�海外情報「豚肉価格下落を受けて国家備蓄のため
の豚肉の買入・保管を開始（中国）」（https://
www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_002983.
html）を参照されたい。

026-038_畜産2112_需給動向_海外01.indd   12026-038_畜産2112_需給動向_海外01.indd   12 2021/11/17   9:232021/11/17   9:23



38 畜産の情報　 2021.12

（注３）�海外情報「豚肉価格低迷で国家備蓄による買入・
保管を再度実施（中国）」（https://www.alic.
go.jp/chosa-c/joho01_003064.html）を参照
されたい。

（注４）�政府による養豚生産者の収益性の指標値。算出方
法は、１キログラム当たり生体豚出荷価格/１キロ
グラム当たりトウモロコシ卸売価格。損益分岐点
は７：１とされる。

豚肉輸入量は減少に転じる

　２０２１年１～９月の豚肉輸入量は、前年
同期比６. ０％減の３０２万１７７２トンと
減少に転じた（表）。９月単月で見ると前年
同月比４６. ７％減、前月比２３. ８％減の
１９万８２９１トンと大幅に減少している。

これを輸入先別に見ると、スペインやオラン
ダ、ブラジルからの輸入量は引き続き大幅増
となっているが、豚肉価格が高騰している米
国やカナダからの輸入量は大幅に減少してい
る。しかし９月単月で見ると、豚肉価格が下
落傾向にある欧州を含め、ほとんどの輸入先
からの輸入量は減少している。現地調査会社
によると、国産に対し輸入豚肉の価格の優位
性が小さくなっていることなどから２０２１
年上半期の輸入豚肉の販売は低調であり、大
手輸入企業の在庫量は２カ月分に近いとされ
ている。

� （調査情報部　海老沼　一出）

表　主要輸入先別豚肉輸入量の推移
� （単位：万トン）

２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年 ２０２１年
(１～９月) 前年同期比

（増減率）
スペイン 23.8� 22.0� 38.2� 93.4� 94.5� 53.4%
ブラジル 4.9� 15.0� 22.2� 48.1� 40.3� 17.0%
米国 16.6� 8.6� 24.5� 69.6� 35.8� ▲�38.3%
デンマーク 8.9� 7.2� 16.4� 36.0� 29.0� 7.9%
オランダ 8.6� 8.5� 16.0� 26.5� 24.9� 23.5%
カナダ 16.7� 16.0� 17.2� 41.1� 20.8� ▲�29.4%
その他 42.3� 42.0� 64.9� 115.8� 56.9� ▲�37.4%
合計 121.7� 119.3� 199.4� 430.4� 302.2� ▲�6.0%
資料：「Ｇｌｏｂａｌ　Ｔｒａｄｅ　Ａｔｌａｓ」
　注：ＨＳコードは０２０３。
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牛乳・乳製品
Ｅ　Ｕ

乳製品価格は堅調に推移
８月の生乳出荷量は、前年同月を
１. ２％上回る
　欧州委員会によると、２０２１年８月の生
乳出荷量（ＥＵ２７カ国）は前年同月をわず
かに上回る１２１１万７３６０トン（前年同
月比１. ２％ 増）となった（図１）。
　８月の出荷量を国別に見ると、生乳出荷量
が最も多いドイツ（同０. ７％ 減）やオラン
ダ（同１. ５％ 減）が前年同月を下回った一
方、フランス（同１. １％ 増）、ポーランド（同
０. ９％ 増）、イタリア（同８. ７％ 増）、ア
イルランド（同５. ４％ 増）、スペイン（同
３. １％ 増）、デンマーク（同１. ６％ 増）な
ど主要生産国の多くが前年同月を上回った

（表）。

　欧州委員会が１０月に公表した農畜産物の
短期的需給見通し（注１）の中で、２１年第３ 
四半期の生乳出荷量は前年同期並みと見込ま
れており、８月は前年同月をわずかながら上
回る水準となった。また、同見通しの中で、

図１　生乳出荷量の月別推移

資料：欧州委員会「Eurostat」
注１：速報値。
注２：データが未公表のルクセンブルグは除く。

2019年
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2021年

10
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14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

図１ 生乳出荷量の月別推移
（百万トン）

（月）
資料：欧州委員会「Ｅｕｒｏｓｔａｔ」

注１：速報値。

注２：データが未公表のルクセンブルグは除く。

表　主要生産国別生乳出荷量の推移
� （単位：千トン）

2020 年
８月

2021 年
８月

2021 年
（１～８月）前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

ドイツ 2,702� 2,684� ▲�0.7% 21,842� ▲�1.5%
フランス 1,905� 1,927� 1.1% 16,605� ▲�1.1%
オランダ 1,140� 1,123� ▲�1.5% 9,270� ▲�1.9%
ポーランド 1,050� 1,059� 0.9% 8,514� 0.3%
イタリア 932� 1,013� 8.7% 8,391� 4.5%
アイルランド 893� 942� 5.4% 6,796� 6.2%
スペイン 606� 624� 3.1% 5,063� 0.6%
デンマーク 481� 488� 1.6% 3,812� ▲�0.3%
ベルギー 360� 362� 0.4% 2,991� ▲�0.4%
その他 1,905� 1,894� ▲�0.6% 15,372� ▲�0.2%
合計 11,975� 12,117� 1.2% 98,655� 0.1%
資料：欧州委員会「Eurostat」
注１：速報値。
注２：データが未公表のルクセンブルグは除く。

039-048_畜産2112_需給動向_海外02.indd   1039-048_畜産2112_需給動向_海外02.indd   1 2021/11/17   9:232021/11/17   9:23



40 畜産の情報　 2021.12

２１年の生乳出荷量は、搾乳牛頭数の減少か
らフランス、オランダ、デンマークで減少す
ると見込まれているものの、同頭数の増加す
るイタリア、アイルランドなどの増加によっ
て減少分が補われることから前年比０. ３％
増と前年並みが見込まれている。

（注１）　�海外情報「欧州委員会、生乳・乳製品の短期的需
給見通しを公表（ＥＵ）」（https://www.alic.
go.jp/chosa-c/joho01_003079.html）を参照
されたい。

バターなどの乳製品価格は上昇傾向
で推移

　同見通しによると、乳製品の国際需給は中
国の需要にけん引されており、中国向け輸出
が好調を維持する中で乳製品価格も上昇傾向
にある（図２）。生乳出荷量が季節的にも少
なくなる中で、直近の１０月２４日の週平均
の乳製品価格は、バターが１００キログラム
当たり４７５ユーロ（６万３６５０円、１ユー
ロ＝１３４円）（注２）（前週比４. ７％高）、脱
脂粉乳が２８９ユーロ（３万８７２６円）（同
２. ９％高）、全粉乳が３５３ユーロ（４万�
７３０２円）（同３. ０％高）といずれも前
週を上回った。
　今後の乳製品価格について、年末にかけて
中国国内で一部在庫調整の動きが見られるこ
とから中国からの需要は弱まると見込まれて
いるものの、世界的な需要は堅調であること
から引き続き高い水準で推移すると見込まれ
ている。

（注２）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の１０月末ＴＴＳ相
場。

生乳取引価格は上昇傾向で推移

　欧州委員会によると、９月のＥＵの平均生
乳取引価格（推定値）は、１００キログラム
当たり３６. ７６ユーロ（４９２６円）と前
年同月比８. １％高となった（図３）。乳製
品価格が好調に推移していることから、生乳
価格も例年の季節傾向とは異なり、夏場に下
落することなく、高い水準で推移している。
今後、中国からの需要の減速が見込まれる中
で、第４四半期の生乳出荷量が前年同期より
も増えると見込まれていることから、生乳出
荷量が減少する冬場にかけての同価格の上昇
は限定的な動きになると思われる。

� （調査情報部　小林　智也）

図３　生乳取引価格の推移

資料：欧州委員会「Milk market observatory」
注１：直近月は推定値。
注２：データが未公表のルクセンブルグを除く。
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図３ 生乳取引価格の推移

資料：欧州委員会「Milk market observatory」

注１：直近月は推定値。

注２：データが未公表のルクセンブルグを除く。
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図２　乳製品価格の推移

資料：欧州委員会「Milk market observatory」
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豪　州

生乳生産量、新年度に入り前年同月比で減少が続く

８月の生乳生産量はやや減少

　デーリー・オーストラリア（ＤＡ）による
と、２０２１年８月の生乳生産量は酪農主産
地であるビクトリア（ＶＩＣ）州などで前年
同月を下回った結果、６９万６４９キロリッ
トル（７１万１３６８トン相当、前年同月比
３. ６％減）となった（表１、図１）。特に
ＶＩＣ州南部やタスマニア州、西オーストラ
リア州では、例年に比べて雨が多く、この時
期としては冷涼な気候が牧草の生育に影響を
及ぼしていることから、２１/２２年度（７
月～翌６月）の幕開けとなった７月以降、生
乳生産量は前年同月比３％以上の減少が続
いている。このため、８月までの累計でも
１ ２ ９ 万 ７ ５ ４ ６ キ ロ リ ッ ト ル
（１３３万６４７３トン相当、前年同期比
３. ６％減）となった。
　しかしながらＤＡでは、２１/２２年度の
生乳生産量について、これまでと同じく前年
度比０～２％増と予測している（注１）。その
理由として、降雨により牧草地の更新が遅れ
た地域があるものの、春以降の気温上昇によ

り牧草の生育促進が見込まれることや、昨年
が豊作だったことで、多くの酪農家にはまだ
十分な量の飼料在庫があることなどを挙げて
いる。
　また、豪州農業資源経済科学局（ＡＢＡＲ
ＥＳ）は、「Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　ｆ
ｏｒｅｃａｓｔｓ　ａｎｄ　ｏｕｔｌｏｏｋ
－Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ　ｑｕａｒｔｅｒ　
２０２１」の中で、同年度の生乳生産量を前
年度比１. １％増と予測している。増産の要
因としてＡＢＡＲＥＳは、十分な降水量に恵
まれたことから牧草の良好な生育が期待され
ることや、経営面でも現地では低金利が予測
されていることで酪農設備のメンテナンスや

図１　生乳生産量の推移

資料：ＤＡ
　注：年度は７月～翌６月。
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表１　州別の生乳生産量の推移
� （単位：千キロリットル）

州　名 2020 年
８月

2021 年
８月

２０２１/
２２年度

（７～８月）
前年同月比
（増減率）

前年同期比
（増減率）

ビクトリア州 483.6 462.7 ▲�4.3�％ 865.9 ▲�4.4�％
ニューサウスウェールズ州 94.9 98.4 3.7�％ 190.8 2.8�％
タスマニア州 41.7 36.5 ▲�12.5�％ 58.7 ▲�10.3�％
南オーストラリア州 38.1 36.3 ▲�4.6�％ 70.3 ▲�4.1�％
西オーストラリア州 30.7 29.0 ▲�5.5�％ 58.1 ▲�4.8�％
クイーンズランド州 27.8 27.7 ▲�0.4�％ 53.7 ▲�1.6�％
合　計 716.8 690.6 ▲�3.6�％ 1,297.5 ▲�3.6�％
資料：ＤＡ
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投資拡大が期待されること、また、中国など
がけん引する世界的な乳製品需要に後押しさ
れた高い乳価の持続などを挙げている。これ
らの好条件により１戸当たりの乳用牛飼養頭
数は増加が見込まれる一方、記録的な牛肉価
格や地価の上昇傾向を受け、一部の酪農家に
おける肉用牛農家への転換や離農も想定され
ることで、長期的な酪農家戸数減少のトレン
ドを一時的に加速させる可能性があるとして
いる。

（注１）�海外情報「２０２１/２２年度生乳生産見通し、収
益は改善も生産は伸び悩み（豪州）」（https://
www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_002999.
html）を参照されたい。

豪乳業大手、相次いで生産者支払い
乳価を引き上げ

　１０月２８日および２９日、豪州大手のサ
プート・デイリー・オーストラリア社（以下
「豪州サプート社」という）と豪州フォンテ
ラ社は、年度当初（２１年７月１日）にいず
れも乳固形分１キログラム当たり６. ９５豪
ドル（６１２円：１豪ドル＝８８円（注２））と
していた乳価（注３）を、それぞれ同７. ０５豪
ドル（６２０円）および同７. １０豪ドル
（６２５円）に引き上げると発表した。年度
当初から高水準であった乳価をさらに引き上
げる背景について、豪州フォンテラ社は、堅
調な需要に対して供給が伸び悩んでいること
から国際市場の見通しが明るいこと、また、
ＶＩＣ州などで実施されていたＣＯＶＩＤ－
１９に伴う外出制限が緩和されるにつれ、豪
州国内の外食産業が回復し内需が見込めるこ
となどを挙げている。さらに、例年以上の多
雨などによる牧草の生育不良で、現在の生乳
生産量が予測を下回っているため、今回の乳

価の見直しや牧草生育の復調が年度後半の生
乳生産の回復につながることを期待している
と述べた。

（注２）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の１０月末ＴＴＳ相
場。

（注３）�海外情報「２０２１/２２年度の当初乳価は７ドル
前後で幕開け（豪州）」（https://www.alic.go.jp/
chosa-c/joho01_002989.html）を参照されたい。

脱脂粉乳および全粉乳の輸出は好調

　ＤＡが発表した２０２１年８月の主要乳製
品４品目の輸出量は、脱脂粉乳と全粉乳は増
加した一方、バターおよびバターオイルと
チーズは減少した（表２、図２）。
　品目別に見ると、脱脂粉乳は、最大の輸出
先である中国向けは減少したものの、タイ向
けなどその他アジア向け輸出が好調であった
ことを受け、かなり大きく増加した。また、
全粉乳は、中国を含めたアジア向け輸出の伸
びなどを受けて大幅に増加した。一方、バター
およびバターオイルは、昨年度（７月～翌６
月）は中国向けの増加にけん引され、すべて
の月で前年同月を上回ったが、本年８月は、
中国向けの減少を受けかなり大きく減少し
た。また、チーズも、最大の輸出先である日
本向けや東南アジア向けの減少を受け、かな
り大きく減少した。
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� （調査情報部　阿南　小有里）

表２　乳製品輸出量の推移
� （単位：トン）

品目 2020 年
８月

2021 年
８月

２０２１/
２２年度

（７～８月）
前年同月比
（増減率）

前年同期比
（増減率）

脱脂粉乳 7,165� 8,157� 13.8�％ 17,108� 28.6�％
全粉乳 3,272� 5,207� 59.1�％ 9,499� 55.7�％
バターおよび
バターオイル 1,724� 1,511� ▲�12.3�％ 3,383� ▲�10.7�％

チーズ 10,767� 9,442� ▲�12.3�％ 23,993� 10.4�％
資料：ＤＡ
　注：製品重量ベース。

図２　乳製品輸出量および増減率の推移 

資料：ＤＡ
　注：製品重量ベース。
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９月の生乳生産量、２カ月連続で前年同月を下回る
９月の生乳生産量は、前年同月比
４. ３％減
　ニュージーランド乳業協会（ＤＣＡＮＺ）
によると、２０２１年９月の生乳生産量は、
前年同月比４. ３％減の２５８万９８９２ト
ンとやや減少し、２カ月連続で前年同月を下
回った（図１）。現地報道によると、例年に
比べて冷涼多雨となったことで、日照不足か
ら牧草の生育に影響が生じ、生乳生産量の減
少につながったとされる。

図１　生乳生産量の推移　

資料：ＤＣＡＮＺ
　注：年度は６月～翌５月。
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９月の乳製品輸出量、脱脂粉乳と
チーズは前年同月比増

　ニュージーランド統計局（Ｓｔａｔｓ Ｎ
Ｚ）によると、２０２１年９月の乳製品輸出
量は、脱脂粉乳とチーズが前年同月を上回る
一方、全粉乳とバターおよびバターオイルは
前年同月を下回った（表１、図２）。
　脱脂粉乳は、最大の輸出先である中国やシ
ンガポール向けが好調を維持し、全体でも大
幅な増加となった。チーズは、主要輸出先で
ある中国や日本向けが減少したものの、フィ
リンピンなど東南アジア向けや豪州向けの増
加により、全体ではわずかに増加した。
　一方、全粉乳は、輸出量の４割程度を占め
る中国向けの停滞や、前年同月の輸出先第２
位のスリランカ向けの激減を受け、全体でも
かなり大きく減少した。バターおよびバター
オイルは、中国をはじめ前年同月の輸出先上
位５カ国が軒並み前年同月を下回ったことな
どから、全体でも大幅に減少した。
　このような状況ながらもＳｔａｔｓ ＮＺ
によると、輸出単価が好調であったことから
９月単月の乳製品の輸出額（粉乳、バター、
チーズの計）は１３年以降の最高値を記録し、
輸出シーズンが好調にスタートしたとしてい
る。

表１　乳製品輸出量の推移� （単位：トン）

品　目 2020 年
９月

2021 年
９月

２０２１/
２２年度

（７～９月）
前年同月比
（増減率）

前年同期比
（増減率）

脱脂粉乳 16,327� 19,886� 21.8�％ 52,831� 14.4�％
全粉乳 74,292� 64,836� ▲�12.7�％ 220,406� ▲�5.8�％
バターおよびバターオイル 23,365� 18,072� ▲�22.7�％ 63,616� ▲�12.2�％
チーズ 16,977� 17,425� 2.6�％ 67,120� 4.7�％
資料：Stats�NZ
注１：製品重量ベース。
注２：年度は７月～翌６月。

　また、今後の生乳生産量についてニュー
ジーランド証券取引所（ＮＺＸ）は、平年以
下となっている９月後半の牧草地の生育状態
が１０月の生乳生産量に影響を与える可能性
はあるものの、その後、気温と土壌水分量が
好転し、牧草の生育改善が見込まれることで、
１１月以降、生乳生産量は回復すると予測し
ている。
　ニュージーランド（ＮＺ）乳業最大手のフォ
ンテラ社は１０月２６日、今年度（６月～翌
５月）の生産者支払い乳価を乳固形１キログ
ラム当たり平均８. ０ＮＺドル（６７２円：
１ＮＺドル＝８４円（注１））から、過去最高と
なった２０１３/ １４年度と並ぶ同８. ４Ｎ
Ｚドル（７０６円）へと引き上げると公表し
た。この中で同社は、需要面での変化として、
この数カ月、中国の輸入需要は緩和されたも
のの、他の地域での伸びで相殺されているこ
と、供給面での変化として、飼料費の上昇に
よる米国の生産減などから世界全体の生乳供
給量の伸びが平均を下回ると予測されている
ことを踏まえ、これら需給の変化がこの価格
水準を支えているとしている。しかしながら
同時に、ＣＯＶＩＤ－１９による世界市場へ
の継続的な影響や為替レートの変動など、需
給に影響を及ぼす可能性のある要因を注視し
ているとした。

（注１） 三菱ＵＦＪリサーチ&コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」の１０月末ＴＴＳ相場。
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乳製品国際価格は、主要４品目すべ
てが前回より上昇
　２０２１年１０月１９日に開催されたグ
ローバルデイリートレード（ＧＤＴ：月２回
開催されるフォンテラ社主催の電子オーク
ション。乳製品の国際価格の指標とされる。）
の１トン当たり平均取引価格は、主要４品目
すべてで前回開催（同年１０月５日）時より
上昇した（表２、図３）。
　前回開催時は、東南アジアからの需要が全
体をけん引する形となったが、今回はこれま
での流れに戻り、北アジア（注２）が全体をけ
ん引する形となった。
　品目別に見ると、脱脂粉乳は、前回比
２. ５％高の１トン当たり３４０１米ドル
（３９万１０００円）となった。北アジア、

図２　乳製品輸出量および前年同月比（増減率）の推移
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資料：Stats NZ
　注：製品重量ベース。

ＥＵ、アフリカからの需要にけん引され、前
回をわずかに上回った。全粉乳は、同１.５％
高の同３８０３米ドル（４３万７０００円）
となった。北アジア以外の需要は前回を顕著
に下回ったものの、北アジアからの力強い需
要にけん引され、全体としてはわずかに上昇
した。バターは、同４. ７％高の同５１１１
米ドル（５８万８０００円）となった。北ア
ジアのほか中東からの需要も強かった結果、
前回をやや上回る結果となった。チーズは、
同２. ９％高の同４４２６米ドル（５０万�
９０００円）となった。全粉乳と同じく、北
アジアからの需要にけん引され、わずかに増
加した。

（注２）�ニュージーランド外務貿易省は、中国、日本、香港、
韓国、台湾を北アジアとしている。
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アルゼンチン

２０２１年１～９月の生乳生産量は前年に続き増加傾向で推移
生乳生産量は２７カ月連続で前年同
月を上回る
　アルゼンチン農牧漁業省（ＭＡＧyＰ）に
よると、２０２１年１～９月の生乳生産量は
８３１万３１００キロリットル（前年同期比
４. ０％増）と前年同期をやや上回った（図
１）。月別の生乳生産量は、１９年７月以降、
２７カ月連続で前年同月を上回っており、増

産傾向が続いている。
　この背景として、生産者は高水準のインフ
レや飼料価格の上昇といった厳しい経営環境
にあるものの、比較的良好な気候の下、少し
でも収益を確保するため増産を図っているも
のとみられている。なお、アルゼンチンでは、
安価な牛肉を中心とした中国からの強い牛肉
需要を背景に、１９年前後に高齢経産牛を中

表２　ＧＤＴ乳製品取引価格（２０２１年１０月１９日開催）
� （単位：米ドル /トン、万円 /トン）

品　目 価格 前年比
（騰落率）

前回比
（騰落率）米ドル 万円

脱脂粉乳 3,401� 39.1� 19.3�％ 2.5�％
全粉乳 3,803� 43.7� 25.2�％ 1.5�％
バター 5,111� 58.8� 39.0�％ 4.7�％
チーズ 4,426� 50.9� 16.4�％ 2.9�％
資料：GDT
注１：�１米ドル＝１１５円（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「月末・月中

平均の為替相場」の１０月末TTS相場）として計算。
注２：前回は１０月５日に開催。

図３　ＧＤＴの乳製品取引価格と総取引数量の推移
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資料：ＧＤＴ

� （調査情報部　阿南　小有里）
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表　主な乳製品の品目別輸出量の推移
� （単位：千トン）

２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年 ２０２０年
（１～９月）

２０２１年
（１～９月）前年比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

全粉乳 110.1 70.8 118.3 85.3 126.4 48.1% 87.2 88.9 1.9�%
チーズ 52.9 44.2 42.7 39.4 44.4 12.8% 30.1 38.7 28.6�%
ホエイ 67.0 53.7 46.4 41.6 32.4 ▲ 22.0% 21.7 29.4 35.7�%
バター 5.6 4.2 3.9 8.2 14.0 69.6% 8.4 10.0 19.3�%
脱脂粉乳 25.8 20.1 15.6 13.9 14.2 2.1% 8.2 7.9 ▲�3.3�%
資料：アルゼンチン国家統計局（INDEC）
注１：�各品目に該当するＨＳコードは、全粉乳：０４０２. ２１、０４０２. ２９）、チーズ：０４０６、ホエイ：０４０４、� �

バター：０４０５、脱脂粉乳：０４０２. １０。
注２：製品重量ベース。

心にと畜が進み、経産牛飼養頭数が減少した。
このため、今後も生乳の増産を継続していく
ためには、一層の牛群再構築が必要とみられ
ている。

　近年の生乳生産量を見ると、１５年に
１２０６万１０００キロリットルを記録した
が、その後（１６～１９年）は１０００万キ
ロリットル台で推移した（図２）。２０年は、
１１１１万３２００キロリットル（前年比
７. ５％増）と前年をかなりの程度上回り、
直近５年間で最大の生乳生産量となった。こ
れは、良好な天候に恵まれたこと、生産者乳
価（ペソ建て）が引き続き上昇傾向で推移し
たこと、また、国内外の乳製品需要が強いこ
とから生産者の増産意欲が高まったためであ
る。２１年は、さらにそれを上回って推移し
ている。

図１　月別生乳生産量の推移

資料：アルゼンチン農牧漁業省
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全粉乳およびチーズ輸出量は前年に
続き増加傾向で推移

　２０２１年１～９月の主な乳製品輸出量
は、ブラジルをはじめ海外からの需要が強い
ことや米ドルに対するペソ安により価格競争
力が高まったことなどから、おおむね前年同
期を上回っている（表）。品目別に見ると、
脱脂粉乳を除くすべての品目で前年同期を上
回り、最大の輸出産品である全粉乳は、
８万８９００トン（前年同期比１. ９％増）
と、大幅に増加した前年に続き増加傾向を維
持している。最大の輸出先であるアルジェリ
ア向けが、６万７９００トン（同３５. １％
増）と大幅に増加し全体の７６. ４％を占め
た。このほか、中国向けが少量ながらも

図２　年別生乳生産量の推移

資料：アルゼンチン農牧漁業省
　注：�2020年の生乳生産量は、10343千キロリットル（19年の

生乳生産量）×1.07で算出。
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２８００トン（同４.６倍）と大幅に増加した。
チーズの輸出についても３万８７００トン
（同２８. ６％増）と前年に続き増加してお
り、最大の輸出先であるブラジルやこれに続
くチリ向けが大幅に増加している。
　２０２０年の輸出状況を見ると、ホエイを
除き前年を上回っており、特に全粉乳は
１２万６４００トン（前年比４８. １％増）
とアルジェリアやブラジル向けを中心に大幅
に増加した。

生産者乳価は上昇するものの、大幅
な収益改善には至らず

　ＭＡＧyＰによると、２０２１年９月の生
産者乳価（ペソ建て）は、前年同月比
７３. ２％高の１リットル当たり３３. ０３
ペソ（３８円：１米ドル＝１００ペソ、
１１５円（注））となった（図３）。生産者乳価
は、１８年ごろから上昇基調で推移している。
　一方、アルゼンチンでは近年、高水準のイ
ンフレが続いており、２０年は年率３６.１％
を記録し、２１年もこの傾向が続いている。
同国政府は、急激な物価上昇やＣＯＶＩＤ－
１９によるさらなる経済環境の悪化に対応す
るため、国内経済への影響を緩和し国民への
物資の安定供給を図ることを目的として価格
統制策を講じている。２０年３月には、乳製
品を含む食料品などの生活必需品の消費者向
け販売価格を同月６日時点の店頭価格に凍結
するよう義務付ける制度が導入された。その
後も生活必需品・食品などに対し相次いで価
格統制が講じられているが、十分なインフレ
率の抑制に至っていない。このため、経営基
盤が脆

ぜい

弱な小規模生産者を中心に酪農経営へ
の悪影響が見られ、業界からはこういった政
府の施策に対する不満が生じている。

（注）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」の１０月末ＴＴＳ相場。

� （調査情報部　井田　俊二）

図３　生産者乳価の推移

資料：アルゼンチン農牧漁業省

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（ペソ/リットル）

（月）

039-048_畜産2112_需給動向_海外02.indd   10039-048_畜産2112_需給動向_海外02.indd   10 2021/11/17   9:232021/11/17   9:23



畜産の情報　 2021.12 49

飼料穀物
世　界

２０２１/２２年度の世界のトウモロコシ生産量、前年度からかなりの程度増加する見込み
　米国農務省世界農業観測ボード（ＵＳＤＡ/
ＷＡＯＢ）および米国農務省海外農業局（Ｕ
ＳＤＡ/ＦＡＳ）は２０２１年１０月１２日、
２０２１/２２年度の世界のトウモロコシ需
給予測値を更新した（表）。
　これによると、世界のトウモロコシ生産量
は、１１億９８２２万トン（前年度比７. ４％
増、前月比０. ０％増）と前月並みが見込ま
れている。国別に見ると、米国は単収の増加
などにより５６万トン上方修正されたもの
の、ウクライナは９月の降雨による収穫遅れ
や単収の減少などにより１００万トン下方修
正された。
　輸出量は、世界全体で２億１９１万トン（同
１３. ５％増、同０. ３％増）と前月並みが
見込まれている。国別に見ると、増産予測の
米国は６３万トン上方修正されたものの、減

産予測のウクライナは５０万トン下方修正さ
れた。
　輸入量は、世界全体で１億８３８５万トン
（同１. ４％減、同１. １％減）と前月からわ
ずかに下方修正された。主要輸入国である中
国の輸入量は２６００万トンと前月から変わ
らないものの、引き続き高水準での推移が見
込まれている。
　消費量は、世界全体で１１億８６４６万ト
ン（同４. ８％増、同０. ０％減）と前月並
みが見込まれている。国別に見ると、米国は
１１４万トン、減産予測のウクライナは
３０万トンそれぞれ下方修正された。
　期末在庫は、輸入量の下方修正や、
２０２０/２１年度の期末在庫の上方修正な
どに伴い、前月から１.４％増の３億１７４万
トン（同４. １％増）と見込まれている。
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（単位：百万トン）

国　　名 2019/20 年度 2020/21 年度
（推計値）

2021/22 年度

（９月予測） （１０月予測） 前年度比
（増減率）

米国
期首在庫 56.41 48.76 30.15 31.41 ▲ 35.6%
生産量 345.96 358.45 380.93 381.49 6.4%
輸入量 1.06 0.62 0.64 0.64 3.2%
消費量 309.55 306.49 313.07 311.93 1.8%
輸出量 45.13 69.92 62.87 63.50 ▲ 9.2%
期末在庫 48.76 31.41 35.77 38.10 21.3%

アルゼンチン
期首在庫 2.37 3.62 2.12 2.12 ▲ 41.4%
生産量 51.00 50.00 53.00 53.00 6.0%
輸入量 0.00 0.01 0.01 0.01 0.0%
消費量 13.50 14.00 14.50 14.50 3.6%
輸出量 36.25 37.50 38.00 38.00 1.3%
期末在庫 3.62 2.12 2.63 2.63 24.1%

ブラジル
期首在庫 5.31 5.23 4.73 4.73 ▲ 9.6%
生産量 102.00 86.00 118.00 118.00 37.2%
輸入量 1.65 3.50 1.70 1.70 ▲ 51.4%
消費量 68.50 70.00 73.00 73.00 4.3%
輸出量 35.23 20.00 43.00 43.00 2.2 倍
期末在庫 5.23 4.73 8.43 8.43 78.2%

ウクライナ
期首在庫 0.89 1.48 0.90 0.90 ▲ 39.2%
生産量 35.89 30.30 39.00 38.00 25.4%
輸入量 0.03 0.02 0.02 0.02 0.0%
消費量 6.40 7.10 6.80 6.50 ▲ 8.5%
輸出量 28.93 23.80 32.00 31.50 32.4%
期末在庫 1.48 0.90 1.11 0.91 1.1%

中国
期首在庫 210.18 200.53 202.19 204.19 1.8%
生産量 260.78 260.67 273.00 273.00 4.7%
輸入量 7.58 28.00 26.00 26.00 ▲ 7.1%
消費量 278.00 285.00 294.00 294.00 3.2%
輸出量 0.01 0.01 0.02 0.02 2.0 倍
期末在庫 200.53 204.19 207.17 209.17 2.4%

世界計
期首在庫 322.56 306.09 286.48 289.99 ▲ 5.3%
生産量 1,118.62 1,115.50 1,197.77 1,198.22 7.4%
輸入量 167.61 186.42 185.95 183.85 ▲ 1.4%
消費量 1,135.09 1,131.61 1,186.62 1,186.46 4.8%
輸出量 172.40 177.97 201.27 201.91 13.5%
期末在庫 306.09 289.99 297.63 301.74 4.1%

資料：USDA/WAOB「World Agricultural Supply and Demand Estimates」
　注：各国の穀物年度　世界、米国：９月～翌８月/中国、ウクライナ：１０月～翌９月/アルゼンチン、ブラジル：３月～翌２月。

表　主要国のトウモロコシの需給見通し（２０２１年１０月１２日米国農務省公表）

� （調査情報部　荒川　侑子）
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２０２１/２２年度の大豆期末在庫、生産増と需要緩和で引き続き上方修正
　米国農務省世界農業観測ボード（ＵＳＤＡ/
ＷＡＯＢ）および米国農務省海外農業局（Ｕ
ＳＤＡ/ＦＡＳ）は２０２１年１０月１２日、
２０２１/２２年度の世界の大豆需給予測値
を更新した。
　これによると、世界の大豆生産量は前月か
ら７２万トン上方修正の３億８５１４万トン
（前年度比５. ４％増）と前年度に続く記録
的な生産が見込まれている（表）。最大の生
産国であるブラジルが過去最大とされるほ
か、主要生産国の米国やアルゼンチンも前年
度を上回ると見込まれている。特に米国は、
収穫面積に変更がない中で、前月に続いて単
収が上方修正（０. ９ブッシェル増の１エー
カー当たり５１. ５ブッシェル）され、同じ
く過去最大の生産量が見込まれている。
　輸出量は、世界全体で１億７３０８万トン
（同５. ０％増）と前月から９万トン下方修
正された。国別に見ると、最大の輸出国であ
るブラジルは、作付面積の拡大などに伴う生
産増を背景に９３００万トン（同１３. ９％
増）と前年度をかなり大きく上回る一方、米
国は、繰越在庫が少ないことなどから

５６８８万トン（同７. ８％減）と前年度を
かなりの程度下回ると見込まれている。
　輸入量は、世界全体で１億７０６２万トン
（同２. ９％増）と前月から３２万トン下方
修正された。国別に見ると、最大の輸入国で
ある中国は前月と変わらず１億１００万トン
（同２. ０％増）に据え置かれた。中国は、
国内でのアフリカ豚熱発生後、減少した豚飼
養頭数の回復に歩調を合わせる形で世界の大
豆貿易をけん引してきたが、その後の豚飼養
頭数の増加が豚肉価格の下落を招いたこと
で、養豚生産に一定の抑制が生じ飼料需要は
落ち着きを見せている。
　消費量（搾油仕向け）は、世界全体で
３億２８３９万トン（同４. ０％増）と前月
から９６万トン下方修正された。最大の消費
国である中国は前月から変更されなかった
が、アルゼンチンは搾油需要の減少を要因に
前月から１００万トン下方修正された。
　この結果、期末在庫は、前月より５６８万
トン上方修正の１億４５７万トン（同５.５％
増）とされ、２０１８/１９年度以来の１億
トン台が見込まれている。
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� （調査情報部　横田　徹）

（単位：百万トン）

国　　名 2019/20 年度 2020/21 年度
（推計値）

2021/22 年度

（９月予測） （１０月予測） 前年度比
（増減率）

米国
期首在庫 24.74 14.28 4.76 6.97 ▲ 51.2%
生産量 96.67 114.75 119.04 121.06 5.5%
輸入量 0.42 0.54 0.68 0.41 ▲ 24.1%
消費量 58.91 58.26 59.33 59.60 2.3%
輸出量 45.70 61.66 56.88 56.88 ▲ 7.8%
期末在庫 14.28 6.97 5.04 8.71 25.0%

ブラジル
期首在庫 32.47 20.00 26.60 26.95 34.8%
生産量 128.50 137.00 144.00 144.00 5.1%
輸入量 0.55 1.02 0.65 0.65 ▲ 36.3%
消費量 46.74 46.75 47.70 47.70 2.0%
輸出量 92.14 81.65 93.00 93.00 13.9%
期末在庫 20.00 26.95 27.90 28.25 4.8%

アルゼンチン
期首在庫 28.89 26.65 24.60 25.75 ▲ 3.4%
生産量 48.80 46.20 52.00 51.00 10.4%
輸入量 4.88 5.00 4.70 4.70 ▲ 6.0%
消費量 38.77 39.65 43.00 42.00 5.9%
輸出量 10.00 5.15 6.35 6.35 23.3%
期末在庫 26.65 25.75 24.60 25.70 ▲ 0.2%

中国
期首在庫 19.46 26.80 32.80 33.72 25.8%
生産量 18.10 19.60 19.00 19.00 ▲ 3.1%
輸入量 98.53 99.00 101.00 101.00 2.0%
消費量 91.50 93.00 98.00 98.00 5.4%
輸出量 0.09 0.08 0.10 0.10 25.0%
期末在庫 26.80 33.72 35.00 35.92 6.5%

世界計
期首在庫 114.10 95.48 95.08 99.16 3.9%
生産量 339.89 365.26 384.42 385.14 5.4%
輸入量 164.97 165.85 170.94 170.62 2.9%
消費量 312.48 315.61 329.35 328.39 4.0%
輸出量 165.06 164.87 173.17 173.08 5.0%
期末在庫 95.48 99.16 98.89 104.57 5.5%

資料：USDA
注１：各国の穀物年度　米国：９月～翌８月/ブラジル、アルゼンチン、中国：１０月～翌９月。
注２：消費量は搾油仕向量である。

表　主要国の大豆需給見通し（２０２１年１０月１２日米国農務省公表）
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米　国

２０２１/２２年度の米国トウモロコシ期末在庫率、１０％台の見込み
　ＵＳＤＡ/ＷＡＯＢは２０２１年１０月
１２日、２０２１/ ２２年度（９月～翌８月）
の米国の主要農作物需給予測値を更新した。

このうち、同国のトウモロコシ需給見通しは
次の通りである（表）。

　生産量は、単収の上方修正を受けて、
１ ５ ０ 億 １ ９ ０ ０ 万 ブ ッ シ ェ ル（ ３ 億 
８１５０万トン（注１）、前年度比６. ４％ 増、
前月比０. ２％ 増）と見込まれている。前年
度からかなりの程度増加する見込みであり、
これまでの統計で最も生産量の多かった
２０１６/ １７年度の１５１億４８００万
ブッシェル（３億８４７７万トン）に近い水
準となっている。
　消費量は、食品・種子・その他工業向けが
前月から５００万ブッシェル上方修正された
ものの、飼料など向けが５０００万ブッシェ
ル下方修正されたため、全体では１２２億 

区分 －単位－ 2019/20
年度

2020/21
年度

（推計値）

2021/22 年度

（９月予測）（１０月予測） 参考（換算値） 前年度比
（増減率）

作付面積 （百万エーカー） 89.7 90.7 93.3 93.3 37.8 （百万ヘクタール） 2.9%
収穫面積 （百万エーカー） 81.3 82.3 85.1 85.1 34.4 （百万ヘクタール） 3.4%
単収 （ブッシェル/エーカー） 167.5 171.4 176.3 176.5 11.1 （トン/ヘクタール） 3.0%
生産量 （百万ブッシェル） 13,620 14,111 14,996 15,019 381.50 （百万トン） 6.4%
輸入量 （百万ブッシェル） 42 24 25 25 0.64 （百万トン） 4.2%
期首在庫 （百万ブッシェル） 2,221 1,919 1,187 1,236 31.40 （百万トン） ▲ 35.6%
総供給量 （百万ブッシェル） 15,883 16,055 16,208 16,280 413.53 （百万トン） 1.4%
国内消費量 （百万ブッシェル） 12,186 12,066 12,325 12,280 311.92 （百万トン） 1.8%
飼料など向け （百万ブッシェル） 5,900 5,597 5,700 5,650 143.52 （百万トン） 0.9%
食品・種子・その他工業向け（百万ブッシェル） 6,286 6,469 6,625 6,630 168.41 （百万トン） 2.5%

うちエタノール向け （百万ブッシェル） 4,857 5,032 5,200 5,200 132.09 （百万トン） 3.3%
輸出量 （百万ブッシェル） 1,777 2,753 2,475 2,500 63.50 （百万トン） ▲ 9.2%
総消費量 （百万ブッシェル） 13,963 14,819 14,800 14,780 375.43 （百万トン） ▲ 0.3%
期末在庫 （百万ブッシェル） 1,919 1,236 1,408 1,500 38.10 （百万トン） 21.4%
期末在庫率 （％） 13.7 8.3 9.5 10.1 1.8 ポイント増
生産者平均販売価格 （米ドル/ブッシェル） 3.56 4.53 5.45 5.45 24.7 （円 /㎏） 20.3%

資料：USDA/WAOB「World Agricultural Supply and Demand Estimates」
注１：年度は各年９月～翌８月。
注２：１エーカーは約０. ４０４７ヘクタール。

表　米国のトウモロコシの需給見通し（２０２１年１０月１２日米国農務省公表）

８０００万ブッシェル（３億１１９２万トン、
同１. ８％ 増、同０. ４％ 減）とわずかに下
方修正された。
　輸出量は、増産予測やその他主産国の輸出
量の下方修正などを受けて、２５億ブッシェ
ル（６３５０万トン、同９. ２％ 減、同１. ０％
増）と前月からわずかに上方修正されたもの
の、依然として記録的な輸出量となった前年
度からかなりの程度の減少が見込まれている。
　期末在庫は、１５億ブッシェル（３８１０万
トン、同２１. ４％ 増、同６. ５％ 増）と前
月からかなりの程度上方修正された結果、期
末在庫率（総消費量に対する期末在庫量）は
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１０. １％（同１. ８ポイント増、同０. ６ポ
イント増）と前月の９％台の予測から
１０％台に回復した。
　また、生産者平均販売価格は、前月と同じ
１ブッシェル当たり５. ４５米ドル（６２７
円。１キログラム当たり２４. ７円：１米ド
ル＝１１５円（注２））と見込まれている。

（注１）�１ブッシェルを約２５. ４０１キログラムとして農
畜産業振興機構が換算。

（注２）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の２０２１年１０月
末日ＴＴＳ相場。

� （調査情報部　荒川　侑子）

中　国

トウモロコシ価格は供給増から下落傾向
　中国農業農村部は１０月１９日、「農産物
需給動向分析月報（２０２１年９月）」を公
表した。この中で２０２１年のトウモロコシ
について、作付面積の増加と良好な天候に恵
まれたことから豊作が見込まれており、供給
量の増加により価格は下落傾向にあるとして
いる（図１）。
　下落の要因として、収穫を終えたトウモロ
コシが国内市場に出回り始めたことで、貯蔵
されていた輸入トウモロコシの出荷も加速し
ており、全体として飼料向け、工業向け需要
がいずれも弱含みの中で、需給バランスが緩
んでいることを挙げている。
　養豚生産が盛んな中国南部向け飼料原料集

積地となる広東省黄埔港到着の輸入トウモロ
コシ価格（関税割当数量内１％の一次税率
＋２５％の追加関税）は、９月が１キログ
ラム当たり２. ５０元（４５円：１元＝１８
円（注））となり、国産のトウモロコシ価格（東
北部産の同港到着価格）に比べ同０. ２８元
（５円）低かった。なお、関税割当数量を超
えた同トウモロコシ価格（６５％の関税＋
２５％）は、同４. ０２元（７２円）となり、
国産に比べ同１. ２４元（２２円）高くなっ
ている。

（注）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」の２０２１年１０月末日
ＴＴＳ相場。

図１　トウモロコシ価格の推移

資料：中国農業農村部のデータを基にALIC作成
注１：国産価格は、中国東北部から広東省黄埔港までの運賃込み２級黄トウモロコシ価格。
注２：輸入価格は、米国メキシコ湾積出し２級黄トウモロコシの広東省黄埔港引渡し価格（課税後）。
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資料：中国農業農村部のデータを基にALIC作成

注１：国産価格は、中国東北部から広東省黄埔港までの運賃込み２級黄トウモロコシ価格。

注２：輸入価格は、米国メキシコ湾積出し２級黄トウモロコシの広東省黄埔港引渡し価格（課税後）。
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図２　大豆価格の推移

資料：中国農業農村部のデータを基にALIC作成
注１：国産価格は、山東省入荷価格。
注２：輸入価格は、山東省青島港引渡し価格（課税後）。
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図２ 大豆価格の推移

（元/kg）

資料：中国農業農村部のデータを基にALIC作成

注１：国産価格は、山東省入荷価格。

注２：輸入価格は、山東省青島港引渡し価格（課税後）

（年.月）2018.9

国産大豆価格、短期的には下落と予想
　２０２１年の大豆については、９月に入り
南部での収穫が終了を迎え、主産地である東
北部での収穫が始まったが、トウモロコシと
同様に天候に恵まれたことなどから全体的に
豊作が見込まれている。価格は安定した推移
を見せているが、収穫を終えた大豆が国内市
場に出回り始めたことで、短期的には国産の
大豆価格は下落傾向と予測している（図２）。
　大豆主産地の一つである東北部の黒竜江省
の搾油用向け大豆平均取引価格は、９月が１
キログラム当たり４. ７８元（８６円、前年
同月比１４. ２％高）、同じく食用向け同価
格は同５.７２元（１０３円、同１３.２％高）
と前年に比べて高い水準にある。また、大豆

の国内指標価格の一つとなる山東省の国産大
豆価格は、同６. １ 元（ １ １０円、同
１０. ５％高）と同じく高い水準にある。
　一方、国産と輸入大豆との価格差は、９月
が前月と変わらず１キログラム当たり
１. ５０元（２７円）となったが、前年同月
比では同０.４８元（９円）まで縮小している。
２０２１年１～８月の中国の大豆輸入量は
６７１２万トン（前年同期比３. ７％増）と
内外価格差を反映して増加で推移しており、
主な輸入先国は、ブラジル（輸入量の
６４. １％）、米国（同３２. ２％）、アルゼン
チン（１. ５％）となった。

２０２１/２２年度の大豆輸入量は
１億トン超えを予測
　中国政府系機関の国家糧油情報センターは
１０月初旬、「油脂市場の需給状況に関する
月報」を公表した。２０２１/２２年度（１０
月～翌９月）の需給見通しは前月公表からの
変更はなかったが、公表された予測値を見る
と、 同 年 度 の 中 国 の 大 豆 供 給 量 は
１億２０４０万トン、うち１８４０万トンが

国産大豆、１億２００万トンが輸入大豆であ
るとした。このうち、消費量（搾油仕向け）
は１億１５０万トン（前年度比３００万トン
増）、うち１６０万トンが国産大豆、
９９９０万トンが輸入大豆であるとした。そ
のほか食用等向けとして１７３８万トンの消
費を見込んでいる。

� （調査情報部　横田　徹）
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